
第４１回父母懇総会 記念講演  

鈴木敏夫氏 （スタジオジブリプロデューサー） 

「プロデューサーの流儀 

～ジブリ作品・ジブリパーク誕生の舞台裏～」 
  先日の父母懇総会で行われた、  

本校OB鈴木敏夫氏の記念講演の様

子をお届けします。 

  この講演は６月１１日に、全国のＦＭ

ラジオ番組「鈴木敏夫のジブリ汗まみ

れ」でも放送されました。終了後は（少

しおいてから）ポッドキャストでも配信

されますので、聞き逃した方もまだお楽しみいただけます。 

  また、講演後にもインタビュアーの３人とともに、引き続き楽

屋インタビューを行いました。併せてお楽しみください。 

最後にインタビュアーの３人にも感想を聞きました。鈴木さん

のカリスマ性とエスプリの効いた講演を、間近でしっかり受け

止めた彼らの昂ぶりがよく伝わってくると思います。 

 

鈴木敏夫プロデューサー(以下鈴木 P)：スタジオジブリ

の鈴木です。今日はこの講堂で講演会をやるとは知ら

なくて。ちょっと感動してる。というのは、自分が中学・高

校とここ(注：東海中高)の出身で、僕らの頃はこの講堂

でいろんな催し物があった。一つは世界の映画、それも

名作を見せる会があって、僕は必ず来ていた。二つ目に

は狂言。太郎冠者がどうした、次郎冠者がどうしたって

いうやつ。その催し物もこの舞台上で行われた。「世の

中にこんなものがあるんだ！」ってすごい興奮したのを覚

えてて。すごい思い出の場所。そこに今自分がいると思

うと、ちょっと興奮しますね。 

今日は女性の方が多いけれど、もちろん僕らのときは

男ばっかり。もうひとつ思い出した。ちょうど高校生のと

きの文化祭。自分たちでシナリオを書いて、演劇大会を

やるのがこの場所だった。本当にひどいシナリオを書い

てここでやってました(笑)。 

僕のお袋がすぐ近くにある筒井小学校出身だったこ

ともあり、懐かしくてここに来る前に近くを歩いてきた

(笑)。今日は４人でいろいろ話しながらやりますから、よ

ろしくお願いします。 

インタビュアー 

古屋敷祐音君：東海高校２年 

髙尾和来君：東海高校１年 

岡本紗輝さん：椙山女学園大学１年 

 

― 「プロデューサー業」 

古屋敷：では早速質問に入りたいと思います。「監督」と

か「プロデューサー」の言葉の違い、「監督」とはどうい

うもので、「プロデューサー」とはどういうものか、仕事の

内容の違いについてお話をいただければと思います。 

鈴木Ｐ：想像してたことある？ 

古屋敷：「監督」が映画を作って、「プロデューサー」が

それを宣伝したりとか広告したりとか、それを全部まとめ

たりする、みたいなイメージなのかなって。 

鈴木Ｐ：基本的には合ってる。一番最初に「何を作るか」、

話し合う。さっき楽屋で『風の谷のナウシカ』という作品

のことを話していたんだけど、実はその当時僕はプロデ

ューサーではなく、雑誌の編集者をやっていた。宮崎駿

という人と知り合ったのが１９７８年。『ルパン三世カリオ

ストロの城』という映画ができた頃。この映画は、今から

４４年前、宮崎駿が初めて作った映画作品。本当にいい

映画なんだよ！(会場から拍手) 。今日の話を聞いて、ぜ

ひ機会があったら見てください。 

でも実はこの映画作品が公開されたとき、お客さんが

まったく来てくれなかった。映画って、作るのにすっごくお

金がかかる。封切ってお客さんが来ないと、何が起こる

かというと、切ないというか、体をちっちゃくしていないと

いけない(笑)。彼は真面目なので、映画の興行成績を

気に病んで、スタジオに居づらくなって、「もうアニメーシ

ョンは二度とやらない」と言ってやめたときがあった。 

そんなときに宮さん(=宮崎駿監督)に相談された。

「俺にも家族がいるから、生活がかかっている。一緒に

何をやったらいいか、考えてくれないか」と。僕は映画プ

ロデューサーの前は、雑誌の編集長をやっていた。宮さ

んは絵も描けるし、お話も書けるので、「出版はどうか

な？」と提案した。そうしたら彼が「絵本はダメかな？」と。

「絵本？ いいですけれど…。」と答えると、「絵本描いた

ら、家族４人やっていけるかな？」と聞かれた。僕は「あ、
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無理です」って言った。「世の中そんな簡

単なものじゃないです」って。当時絵本は

なかなか売れなかった。 

そこで僕は、『アニメージュ』という雑

誌をやっていたので、「マンガをやってみ

ませんか？」と提案した。もしかしてヒット

したら家計の助けになると。「じゃあ、何

描けばいい？」と彼に言われて、いろいろ相談が始まっ

た。いま、何を描いたらお客さんにアピールするだろう？

と考えた。宮さん本人は、少し自信をなくしていた。その

頃の日本のマンガは、あだち充の『タッチ』が空前のヒッ

ト中で、「ラブコメ」全盛期。日本中のマンガがラブコメ

になっていた。そんな時代に僕は「ナウシカ」を提案した。

「日常からちょっとはみ出たようなものが流行っているけ

れど、だとしたら全然ちがうアプローチで壮大な物語を

描けば、その方がうまくすればヒットしますよ！」って。たと

えば、ギリシア悲劇とか。宮さんは「(ギリシア悲劇につい

て)オレ知らない」って言うから、「勉強してよ」と(笑)。 

しばらくして宮さんから連絡が来た。「鈴木さん、『風

の谷のナウシカ』ってどうかなあ？」って。あとは皆さんご

存知だから細かい説明はしません。ナウシカは、あるギリ

シャ悲劇の物語の中の人物の名前なんです。それと「虫

愛づる姫君」。要は、僕がひと言発して、そこから思いつ

く。これで映画を作ったり、マンガを描くことになる。僕は

編集者だったけど、やってたことはプロデューサー。宮さ

んが勝手に作るわけじゃない。だって彼が勝手に作ると

お客さん来ないから(笑)。それでは困るわけ。とにかく見

張り役。だから、「当たりそうな企画を作って！」と言う。 

古屋敷：プロデューサーがこういうふうにやってってお願

いしたら、監督がやる？ 

鈴木Ｐ：そう。しかもどのぐらいのお金をかけてやるかと

か、全部話し合う。それで出来上がるのを待つ。遅い場

合はお尻を叩く。マンガの場合、僕は編集者。「編集者と

作家」という関係なんだけど、それは映画に置き換える

と「プロデューサーと監督」。 

 

― スタジオジブリの立ち上げ 

鈴木Ｐ：ジブリを作るときの話をしましょう。宮崎駿、高畑

勲、と僕の３人でジブリを作ろうってことになった。作るの

はいいんだけど、誰が何をやるかという問題がある。  

宮崎駿にとって高畑勲は先生みたいな存在。だから、宮

さんは「高畑さんと僕(=宮崎駿監督)は監督だから、鈴

木さんがプロデューサーかな」と。面倒臭いことを全部

押し付けようって(笑)。ところで、髙尾君はなんでプロデ

ューサーやろうと思ったの？（注：楽屋での話から） 

髙尾：自分の発想とかを、もっとすごくしてくれる人に託

して、それがどうなってくのかを見守っていくのが、なん

かすごい面白そうだと思ったから。 

鈴木Ｐ：面白いね。そんな発想持ってるんだ。だったら、編

集者が向いてるよ。あのね、参考までに。欧米では、偉い

のはプロデューサー。監督は雇うもの。プロデューサー

が自分でいろいろ考えて、ある監督にやらせて、駄目だ

ったら首切っちゃう。実を言うと一番偉いのはプロデュー

サー。なんか僕自慢してるみたい(笑)。 

 

― 女の子のキャラクター 

岡本：ジブリ作品には自立した女の子

のキャラクターがいっぱい登場する。自

分を持っていてカッコいいなあと思って

見ていた。そういうキャラクターを作ると

きに、どういうことを考えながら、どうい

う思いを込めて作っているのかなと。 

鈴木Ｐ：揚げ足をとると、今こういう言葉を使ったでしょ。

「どういう思いを込めて」って。実を言うと、思いなんか何

にも込めない。日本の歴史を見ていくと、女性が元気で、

男が情けなかった時代がある。いまＮＨＫで大河ドラマ

『鎌倉殿の１３人』をやっている。主人公は、表面上は北

条義時だけれど、ほんとうは北条政子。日本の歴史上、

ずっと悪女って言われてきたけど、「単なる悪女じゃなか

った」ということをどうやって出すか、そこに目をつけた。 

ジブリで『ナウシカ』作ったでしょ。『ラピュタ』、『トト

ロ』、『火垂るの墓』、『魔女の宅急便』をやることになっ

た。それがちょうど平成元年。その後も、『おもひでぽろ

ぽろ』…。なんか世の中を見てて、ここから女性が元気

になるんじゃないかなと。吉祥寺で『おもひでぽろぽろ』

を作っていた頃、僕の席は窓際にあった。「窓際」って言

うと誤解を受けるけど…(笑)。窓から下を眺めると、デー

ト中のカップルで先に歩いてたのは全部女性だった。男

はついて行く。そこで思った。世の中変わるって、こういう

ことで発見する。つまり「女性の時代が来る」となんとな

く感じていた。世の中自体が変わっていくっていうこと。

気がついたら平成の３０年間、ジブリは女性を主人公に

作り続けることになっちゃった。おかげさまで、いろんな

お客様がそれを支持してくれた。 

現実の世の中は、この３０年間で、女性がどんどん元

気になっていって、男はだんだん元気をなくしていった。

これは僕の感想で、おそらく多くの人がそう思ったんじゃ

ないかと思うんだけど。そういう３０年間じゃなかったの



かなあ。だから、思いを込めたんじゃない。世の中のそう

いう変化を見ていた。だから女性の主人公で作ろうと思

った。宮崎さんは男の子を主人公にしたいって言ってい

た。僕はそういうときにはいつも、「当たらないからやめ

ましょう」って冷たく言い放つ(笑)。見えてきた？ プロデ

ューサーの役割。割とプロデューサーの方がそういうこと

を考える、ということを言いたかったんだけどね。 

 

― 人の個性を見抜くコツ 

髙尾：プロデュースの過程で、相手が

どういうのが向いているんだろうとか、

これを作らせたらすごいものができる

んじゃないかと考えると、人の特性、適

性、個性を見抜くことが大事だと思う。そういったものを

見出すために心がけていることはありますか？  

鈴木Ｐ：わかればこんな楽なことはないけどね。だけど、

考えなきゃいけない。さっき宮崎駿の先生は高畑勲だと

言った。２人は同じジブリで映画を作ってきたけれど、個

性でいうと全く対照的。高畑勲という人は、物事を「論理」

的に考え、一方、宮崎駿は「直感」の人で、キャラクター

に「思いを込める人」。だから、見ている人に感情移入を

求める。片や高畑さんは、どこまでいっても主人公に感

情移入せず、やってることをずっと見てるみたいな感覚。

そういう違いが頭に入っていると役に立ったことは確か。 

難しいのは、単に論理的、情緒的、どっちがいいかって

なんとなく思いがちだけど、論理だけでも映画は作れな

いし、情緒だけでもだめ。やっぱり両方をどうやってうまく

使いこなすか。そこら辺に答えがあるような気がする。 

僕が心がけてきたのは、宮崎駿の読む本、高畑勲の

読む本を全部読むこと。２人は本の読み方がまるで違っ

ていた。違っていたけど、まず心がけたのは、彼らの読ん

だ本を追体験で僕が全部読むこと。その本を読むことが、

彼らに近づく大きなきっかけだった。どこまでいっても本

には二つの要素がある。豊かな感情を育てる面もあるし、

一方で物事を論理的に捕まえる能力を育成することも

できる。そういうことじゃないかなって気がする。 

 

― ジブリパーク 

岡本：１１月にジブリパークが開くと聞いて、もうすでに

友だちと行く約束をした。なんで愛知県にできるのか、そ

してジブリパークの一番の魅力をぜひ聞きたい。 

鈴木Ｐ：僕は名古屋出身で、愛知県には愛着がある。一

方で、いろんなところからジブリパークをぜひやりたいっ

ていう声があった。そういう中で、愛知県に決める決め

手は、なんだったんでしょうね(笑)。ジブリパークをどう

やって作るか、実は僕らもいろいろ話し合いました。一番

考えたのは、東京にはディズニーランド、大阪にはＵＳＪと、

アトラクションを中心にしたテーマパークがある。ジブリ

をテーマにしたテーマパークをやるのはいいけど、でも

どうなんだろうって。現在モリコロパークを利用されてい

る方たちの邪魔をしちゃいけない。アトラクションを中心

にしたテーマパークを作ったら、今楽しんでいる人はもう

そのようには楽しめない。おそらくモリコロパークをやる

としたら、いま楽しんでいる人たちの邪魔をしないような

形にする方が、みなさんにいい感じで受け入れてもらえ

るだろうと、そういうふうに考えた。 

というわけで、愛知県と、それから中日新聞と一緒に

やることになって。そして気がついたら、早いもので、もう

できちゃう。ぜひできたときには来てください！  

あと一番大事なこと。入場料をどうするか。第一に、楽

しんでいる人もいるんだから、そして愛知県も関わるん

だから、普通のテーマパークに比べて安くします！と。こ

れは同意を得た。 

それからもうひ

とつ。何人のお客

さんが来るかは、

ほんとうに予測が

つかない。だから

さんざん考えました。その結果、「予約制」に決めました。

そうすれば、混んでるとか心配しないで行くことができる。

放っておくとたいへん。要するに警察の警備体制をどう

するか、何人来るかわかってないと、その体制が作れな

い。だからいろいろさんざんみんなで相談して、「予約制」

という形にさせてもらいました。そうすれば、みなさんちゃ

んと事前にチケットを手に入れれば、当日はゆっくり楽し

むことができる。 

 

― これからの日本の展望 

古屋敷：さっき楽屋で話していたときに、東海生時代は

すごい自由があって楽しかったと言われていました。社

会情勢が変わってきたとは思うんですけど、それを踏ま

えて、これからの日本や、アニメ界の展望についてどう

思われますか。 

鈴木Ｐ：テーマが大きいですね(笑)。日本という国も戦

後７５年かな。管理体制が隅々まで行き届いて、それで

みんな頑張ってるでしょ。それでこれからどうなってるか

っていうとね、１回作ったものを壊す時代が来てるんじゃ

ないかなっていう気が、実はしている。そういうことで言う



と、面白いね。そうだな。もう１回自由な時代が来る。楽

観論だと言われるかもしれないけれど。 

半藤一利っていう方がいる。僕の大好きな人で、いろ

いろと会って話をすることがあった。ペリーが浦賀にやっ

て来て、日本は開国しなさいと迫られた。計算してみてく

ださい。日清・日露(戦争)が終わったのが１９０５年。だ

いたい１９００年とすると、ペリーがやって来てから４５年。

そこから太平洋戦争が終わるまでに４５年。ペリーがや

ってきて日本は新しい国作りが始まった。その頂点が１９

００年。日本はそこから４５年かけて作った国を壊した。で

は次の４５年は？ １９４５年からバブルの崩壊まで。戦後

にまた新しい国づくり。それが終わったのが１９９０年。次

の４５年後は２０３５年。つまり今、国を壊している最中。

完全に国を壊して新しいものが出始めるのは、たぶん 

２０３５年頃。その言葉を残して半藤さんは亡くなった。 

つまり、もしかしたらここから日本は変わる可能性が

ある。僕もすごい賛成です。これだけいろいろな支配体

制が確立しちゃったら身動き取れない。人間というのは、

自然淘汰がうまくできてる。そういうことが起こると、必ず

壊す人が出てきて、新しいも

のが始まる。だから、ここから

１０年ちょっとで、本当に面白

い時代になると僕は思ってい

ます。どうでしょうか(笑)。 

 

講演後 楽屋インタビュー 

講演後、楽屋までの移動中、まず３人への労いがあり

ました。「みんながいてくれて助かった。３人とも『カリオ

ストロの城』を観てないっていうのが良かった（笑）。世

代の差って、こういうところに出るんだな。」と、意外にも

若い世代とのギャップを面白がっていらっしゃいました。 

楽屋では改めて３人を称賛し、彼らが人前で話すの

に慣れていることにも言及。彼らからの、「裏話が聞けて

濃い時間だった」との感想に、「表面的な話しかしない

の、嫌なんだよ。」とカラッと答えていらっしゃいました。 

講演を振り返り、質問にもあった「もう一回作り直す時

代が来る」という半藤一利さんの説が印象に残った人

がいることを意外に思われたようで、ここでは高校生も

持論を展開。「人は負担がないと成長しない。戦争とい

う重い負担があって日本は急成長を遂げたとも考えら

れる」と。しかしそれを理由に戦争を是とすることはでき

ないことも重々承知で、その代わりとしてコロナ禍が起こ

っているのでは？などと意見を交わしていました。作って

は壊し、壊しては作るを繰り返す４５年周期について、半

藤さんの本を勧めていらっしゃいました。 

  続いて、講演で話そうと思ったが話せなかったことを

話してくださいました。（以下簡単に紹介します。） 

鈴木Ｐ：現代人をみてみると面白い。僕らの世代だと、

60 年代というのがあって、その 10 年で色んなもの

が全部変わった。色んな人が都市へ集まるのは 1960

年から 10年間。盆と暮れ正月に故郷（くに）に帰る

習慣はそこから。それまで日本人には故郷へ帰る考

えなんてなかった。1960年代は世界的に技術革新の

時代で、みんな変わった。同じ時期、イギリスなん

かもみんな都会に出た。ところが日本と違うのは、

一家全員で行く。おじいちゃんおばあちゃんも。長

男も残らない。だから自分の故郷を本当に捨てる。

こういう家族社会学を勉強すると結構面白い。エマ

ニュエル・トッドが世界の家族社会学を研究してい

て、国によって一家を継ぐ人が違う。アメリカのよ

うに親が優秀な子どもを選ぶのは合理的。日本では

ずっと長男。フランスは子どもに等分。東南アジア

ではみんな長女が全部を受け継ぐ。その代わり全員

の面倒を見なきゃいけない。だから男が働かない。

男女問題って、そうやってみていくと面白い。学生

時代に本多勝一さんがアラビアのことを語ってくれ

た。一夫多妻制も貧困とは関係がない。男と女の生

まれる比率が違う国や地域があって、男に対して、

女性が多ければ、一夫多妻制。そうじゃないと困る

し、逆に一妻多夫の地域もある。世界って面白い。

そこにはそこの論理がある。亭主が第二夫人を持つ

ことを願う奥さんもいて、これは豊かって意味。社

会学や家族形態って面白い。上野千鶴子さんは「近

代家族の成立と崩壊」って本を書いていて、かくし

て近代家族は成立し、そして崩壊した、って内容。

男が威張る社会って日本では少なくて、伝統的に女

の方が偉くて、威張っていた。 

そこで、社会学は映画作りにも役立てているのかをお

聞きしたところ、ジブリではやっていない、とのこと。ただ

し、宮崎駿さんと話すのは、そういう本の内容で、何かの

ヒントになる時があると教えてくださいました。本好きの

宮崎さんは、古今の児童書をすべて読んでいて、評論は

あまりお好きではない。今でも児童書を毎月最低でも５

〜６冊読み、鈴木さんは社会学の本を読んで、二つをド

ッキングすると結構面白くなるとのことでした。 

話は広がって、江戸時代に始まる専業主婦の話から

映画作りへ。昨今の中食は、働く主婦が増えたことで始

まったことかと思いきや、江戸の町ではお惣菜は買って

くるものであり、一般家庭で惣菜を作るのは６０年代の

生活革命が起こってから。 

鈴木Ｐ：そういうことが映画の一場面になってしまう。



例えば家族がいて、さあご飯だっていう時、惣菜屋

さんで買ってきたものと自分で作ったものを合体さ

せる。そうすると時代は表現できる。例えば「耳を

すませば」でいうと、団地の中を、宮崎は本当に真

剣に考えていました。朝、みんなでご飯を食べる時、

お父さんがいて、雫がいる、お母さんもいる。そう

すると、誰々の立ち位置はどこだって。真剣に考え

るわけ。雫がいて、お姉ちゃんがいるでしょ。あの

部屋は部屋を二段ベッドで区切っていた。あれ、俺

んちだったんだ。それを宮崎駿に話すと、それいい

よって。真ん中にベッド置いて、そこに机置くんだ、

って。６畳かなって話し合う。そういうことが大事。

雫は天沢聖司が好きとかどうでもよくて、まず、生

活の基盤を明らかにする。結局毎日みんな何食べて

いるかってことが大事なんだよ。他にも「耳をすま

せば」で、お母さんは台所でワープロを使っている

けど、ワープロのデザインをどうするかで大変だっ

たんだ。 

岡本さん：もう一回見たくなった！ 

鈴木Ｐ：もう一回見ると面白いんだよ。 

  

最後に名古屋で育ったお話も。お生まれは昭和区の

元宮。元・「宮」だけに宮さんと関係があったのかな、な

んて笑っていらっしゃいました。お母さまが東海のすぐ近

くのご出身で、赤萩で過ごした時期もあり、その後徳川

町、黒川と引っ越し、東海へは黒川から通われていたそ

うです。先日徳川園に行く用事があり、道に迷ってしまっ

たが、たまたまご自分が育ったところに出たので、なん

の気無しに歩いてみたら、知り合いの家があって、つい

ベルを押すとそこの息子さんが出てきて、本日の講演後

に６５年ぶりに知り合いに会うことになったそうです。 

東海時代は楽しくて、面白い学校だったと。自慢はな

んと、６年間で成績が１番から最後まで、１０番おきに全

部取ったこと。それぞれの人たちの気持ちがよくわかる、

そしてそれが仕事で役に立ったと、終始明るく笑ってい

らっしゃいました。 

 

インタビュアーにインタビュー 

どんな準備をしたか？ また、

実際にインタビューしてどんな

感想を持ったかをインタビュアーの３人に聞きました。 

髙尾君 

僕はジブリを見ておらず、対談に誘われた時、まず鈴

木敏夫さんがどなたなのかがわからなかった。本をもら

って読んでいくうちに、想像以上にすごい方だって知った。

僕はエンターテイメント系の仕事に興味があるので、聞

きたかったのは適性の部分とか、プロデューサーの仕事

の部分。しっかり本を読んで、質問も作ったが、時間の関

係もあって、満足いくまでは聞けなかった。感想としては、

鈴木さんほどのすごい方は、言葉に表せないのだと思う、

多分。質問の答えは、想定していたことの斜め上行く答

えが多かった。そして最後の結論を僕達に任せている。

必ずエピソードトークから始まる、その理由はわからなか

ったけど、すごく面白かった。言葉で言い表せないものを

持っているから、この方は天才なのだろうな、ってことが

わかった気がして、新しい発見があった。 

岡本さん 

私はジブリ好きでよく見てて、でも宮崎駿さんの名前

しか知らなかった。作品としては見るけど、それのプロセ

スに何があるのかにはあまり興味がなかった。インタビ

ューが決まって、本も読んで、勉強してみようかな？って。

感想は「感性」だなと。なんでもやる気でどうにかなるの

だなって。講演中の「（スタジオジブリは）上手く行くと思

ったから」って言葉が一番心に残った。やっぱり人生そん

なもんかって思った。私は昔から強い女、強い人間にな

りたくて、自立して生きていける人間になろうと思ってい

る。魔女宅が大好きで、特にキキが好きで、あんな小さ

な女の子が一人で知らないところに修行に行く。そこで

自分の居場所を見つけていく感じとかが好きで、そうい

う風に生きていきたいなって思う。 

古屋敷君 

申し訳ないくらいジブリをそんなに知らず、あまり準備

に時間を割けなかったが、鈴木さんの人柄のおかげで

僕もすごく楽しく参加できたと思う。僕も本当に鈴木さん

が誰かわからなくて。でも誘われたし、やるかぁ！という

精神できた感じ。鈴木さんはとにかく博学で、知識量が

すごくて、好奇心もすごくて、バイタリティに溢れていた。

そういう人になりたいな、って素直に尊敬できた。（講演

の）最後に「日本の社会がどうなりますか？」と質問した。

自分でものを作ってきて、いろんな時代・社会を経験し

て成功した人にとって、これからの日本はどういう風に

映るのかなっていうのが聞けてすごく嬉しかった。４５年

周期とか僕と若干発想が似ているところもあった。 

編集後記 

  お話をできるだけ詰め込むため、文字を小さくしたこと

をお詫びします。アンケートで大絶賛の講演でした。楽屋

でも自由闊達でありながら、気遣いが自然で、まさに人

を活かす一流の方でした。幅広い知識が次々と湧き出し、

聴いているこちらも知的好奇心が大いに刺激され、得難

い経験をさせていただきました。インタビュアーの奮闘や

興奮も伝わったのではないでしょうか？ 


